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◇アンケート調査結果からみた草原保全へ向けての課題と可能性 

～都市との連携による草原保全の方向をさぐる～ 

注）環境省「平成 13年度国立公園内景観維持モデル事業報告書」より 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 阿蘇郡内宿泊施設・観光立ち寄り施設利用者を対象に平成 13 年８～９月実施。有効回

収数 2,288 票。 

※２ モーモー輪地切り実証試験地である一の宮町木落牧野組合員（187 人）を対象に平成 13

年 10～11 月実施。有効回収数 97 票（回収率 51.9％） 
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【牧野組合員へのアンケート結果より】※２ 

◇草原とのかかわり 

 

 

 

 

 

◇草原保全への意向 

 

 

 

 

 

【観光客へのアンケート結果より】※１ 

◇阿蘇の草原の魅力 

 

 

 

◇現状認知、草原保全への意向 

 

 

 

 

 

アンケート結果の要旨 

• 阿蘇の魅力の中心
は草原 

• 草原の印象は「雄
大」｢広々として伸び

課 題 

• 草原は残すべきと
の意見が大半  

• 草原の維持管理の
現状を知る人はそれ

ほど多くない  

• 草 原 保 全 へ の 参
加・協力意向は高い 

－現状を知る人ほど

参加・協力意向が高

い 

• 地元産品購入、協力
金等支払いには６割以

• 野焼き・輪地切り
には大半の組合員が

参加、しかし草原へ行

く頻度は低い  

• 草原とのかかわり
は農業・畜産業に限ら

ない 

• 都市住民の草原への
立ち入りには賛否両論

仮に立ち入るとし

たら、利用のルール、

場所の限定が主な条

件、また、地元の営み

が理解されるような

活動形態が望まれる 

• 草原を残すべきと
の意向は強いが、すべ

て可能とは考えてい

ない 

• 草原内で活動がで
きるとすれば、「散策・

ハイキング」や「星空

を眺める会」への希望

• 農業・畜産に不可欠
なことに加え、ふるさ

との風景を伝えたい 

• 村の宝として自分
たちで守っていきたい

が、域外の人々に協力

を求める考え方も広が

っている 

○ニーズを

踏まえた、レ

クリエーショ

ンやいやしの

場として利用

 

○より多く

の人々に現状

を知ってもら

い、参加・協

草原がも

つ多面的

な価値の

確認 

都市、他地

域住民と

の連携に

よる草原

保全

阿蘇の農

業・畜産業

への理解

促進 

• 豊かな生活文化を育んできた場であり、住民自身にも誇りや愛
着 

• 住民が関与する形で開放し、都市住民との交流の場として活用

農業・畜産業 

の活性化 

• 利 用 の た
めのルール

づくり 

• 具 体 的 メ
リットを落

としてもら

うためのし


